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溶射プ ロセ スの高度化 に向け,溶射素過程 の解 明を 目指す基礎研 究す なわ ち溶射粒子が
基板 に衝突 し、変形 ・凝固す るときのスプラ ッシン グ、過 冷却 、接触熱抵抗 、濡れ性の影
響 を明 らかにす る試みがな されている。そ こで本研究では衝突事象 とスプラ ッ ト形 態 とを
1:1に 対応 させ て測定で きるその場計測装置 を開発 し、これ までに不 明であった ジル コ
ニアの高温物性値 である粘性や接触熱抵抗の値 を推定 してきた。上半期で は,本 計測装 置
を用 いてジル コニア粒子のサンプ リング数 を増や し,統計的手段 によって解析 を進 めると
共に,ト ロン ト大 学のモス タギ ミ教授 の下で液滴 の変形 ・凝固の数値計算に従事 した.以
下に主な結果 を示す.
飛行粒子サイズ30-90μm,速度10-70m/s,温度2500-3200Kの領域 にお いて34
8個 ものジル コニア溶射粒子の放射光強度波形 を得た.そ れ らの うち,デ ィスクシェイプ
状に堆積 したスプ ラッ トのみ を抽 出 し,二つの無次元長 さ,無 次元スプラ ッ ト直径 ξ及び
無次元スプラ ッ ト高 さ ζを導入 して評価 した.ζは液滴変形 においては本質的なパラメー
タで あるにもかかわ らず,従 来の方法では評価す るこ とがで きず,今 回の放射光強度波形
とスプラ ッ ト形態 との1:1対 応 によ り初 めて評価す ることが可能 となった.粒 子の衝突
速度 とζの問には極 めて強 い相関があ り,衝突速度が25m/s以下の領域 では急激に ζの値
は増加 した.この閾値の存在 はこれ以下の領域 では表面張力 の影響が大き くなるこ とを示
唆 している と考え られ る.それ ら低速 で衝 突 した溶射 スプ ラッ トの表面は従来の柱状晶で
はな くデ ン ドライ ト状凝固組織 を示 してい た.ス プ ラ ッ トの厚みが増 したこ とに よ り,基
板への抜熱 のみな らず,放 射冷却の影響 が加 わ ったため と考 えられ る.
また,過 冷却効果 を考慮 した二次元液滴変形 ・凝固モデル を用いて,そ の場計測実験 で
得 られ た溶 射 スプラ ッ トにっいて数値 計算及 び解析 を行 った.界 面接 触熱抵 抗 を10f6
m2K/Wと仮定 した ときのその計算結果 に
ついてFig.1に示す.基 板 に液滴が衝
突後4μs後 に潜熱が発生 し,凝固が開
始 してい ることがわか る.それ に対 し変
形過程 は8μsま で継続 している.溶射
粒子の変形 ・凝固過 程において変形過程
と凝 固過程 を独 立に考 えるこ とがで き
る とす るのが従 来の考 え方 であったが
,本研 究結果に より,それ ら2つ の過程
は別個 には考 え るこ とが できない こと
が判明 した.
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